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中
央
と
の
文
化
的
ま
じ
わ
り

　
本
城
地
区
に
所
在
す
る
大
興
寺
は
、

１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
頃
に
「
港
平
東

本
願
寺
説
教
所
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
、

真
宗
大
谷
派
寺
院
で
す
。
こ
の
寺
院
の
境

内
に
は
お
堂
が
あ
り
、
中
に
は
阿
弥
陀
仏

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の

仏
像
に
は
不
思
議
な
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
寺
伝
に
よ
る
と
、
昔
、
農
民
で
あ
る
仲

左
衛
門
と
い
う
人
が
深
夜
海
辺
に
出
た
と

き
、
赤
子
の
泣
き
声
が
し
き
り
に
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
近
く
を
あ
ち
こ
ち
探
し
ま

わ
っ
て
い
る
と
、
何
か
波
に
漂
っ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
泣
き
声
は
そ
こ
か
ら
出
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
急
ぎ
海
に
入
り
、
こ

れ
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、
焼
け
た
だ
れ

た
仏
像
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
仲
左
衛

門
さ
ん
は
驚
嘆
し
、
こ
の
阿
弥
陀
像
と
観

音
像
を
持
ち
帰
っ
て
阿
弥
陀
堂
に
安
置
し

た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
伝
承
は
、
有
名
な
長
野
県
の
善
光
寺

の
本
尊
の
由
来
と
類
似
し
て
い
ま
す
。
昔
、

日
本
中
で
流
行
り
病
が
お
こ
っ
た
時
、
物
部

尾
興
と
い
う
人
物
が
、
と
あ
る
阿
弥
陀
像
を

難
波
の
堀
江
へ
と
投
げ
込
み
沈
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。
後
の
時
代
、
信
濃
の
本
田
善よ

し
み
つ光

と

い
う
人
物
が
付
近
を
通
り
か
か
っ
た
と
き
、

こ
の
仏
様
が
呼
び
か
け
る
声
が
聞
こ
え
て
、

信
濃
ま
で
連
れ
帰
り
、
や
が
て
善
光
寺
と
し

て
発
展
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
大
興
寺
の
仏
像
も
善
光
寺
の
本
尊

も
、
火
災
の
被
害
を
う
け
た
阿
弥
陀
仏
像

が
、
据
わ
り
を
失
し
て
水
辺
に
至
り
、
声

を
発
し
て
住
民
に
拾
わ
れ
、
手
厚
く
祀
ら

れ
て
地
元
民
の
信
仰
を
集
め
た
と
い
う
点

で
符
合
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
真
宗
の
宗

祖
親
鸞
に
も
似
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、

１
２
１
４
（
建
保
２
）
年
、
親
鸞
は
今
の

茨
城
県
霞
ヶ
浦
の
漁
師
達
と
舟
に
乗
り
、

網
で
阿
弥
陀
如
来
像
を
引
き
上
げ
て
大
切

に
奉
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
話
は
個
々
の
霊
験
譚
で
あ
る

と
同
時
に
、
垂
水
と
中
央
と
の
文
化
的
ま

じ
わ
り
の
結
果
、
同
系
統
の
説
話
が
誕
生

し
た
と
も
推
察
で
き
ま
す
。
同
様
の
パ
タ
ー

ン
は
阿
弥
陀
仏
像
に
限
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
の
「
十
五
郎
そ
ば
」
や
新
城
地
区
の

「
弘
法
大
師
の
杖
突
き
井
戸
」
は
、
真
言
宗

の
祖
・
空
海
（
弘
法
大
師
）
が
こ
の
地
を

訪
れ
た
際
に
、
秘
伝
の
レ
シ
ピ
を
伝
授
し

た
り
、
地
下
水
が
湧
き
あ
が
っ
た
り
し
た

も
の
と
い
う
口
伝
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
史
実
と
捉
え
る
の
か
ど
う
か
は
非
常
に

ロ
マ
ン
あ
る
こ
と
で
す
が
、
空
海
に
ま
つ

わ
る
湧
水
伝
説
は
全
国
に
約
１
５
０
０
か

泣
き
声
を
あ
げ
る

仏
像
の
伝
説

【
参
考
】

『
垂
水
市
史
上
巻
』（
１
９
９
８
年
）

▲ 大興寺が所蔵する阿弥陀仏像

所
確
認
さ
れ
て
お
り
、
学
術
的
見
解
で
は
、

先
人
の
水
を
大
事
に
し
よ
う
と
の
思
い
が
、

空
海
と
い
う
高
名
な
僧
侶
に
仮
託
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
観
点
に
立
つ
と
、
垂
水
市
に
も
、

全
国
的
に
散
見
さ
れ
る
民
話
や
逸
話
と
似

た
伝
承
が
あ
る
こ
と
や
、
全
国
的
な
歴
史

的
人
物
の
名
前
が
遺
っ
て
い
る
こ
と
は
、

垂
水
の
地
が
古
来
よ
り
日
本
中
に
開
け
て

い
た
こ
と
の
証
と
も
言
え
ま
す
し
、
異
文

化
を
受
容
し
な
が
ら
独
自
に
醸
成
さ
れ
た

垂
水
の
文
化
を
、
我
々
も
ま
た
日
本
中
に

発
信
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
い
い
た

ら
さ
れ
ま
す
。

（
垂
水
史
談
会
　
中
谷
潤
心
）

GIG Aスクール 通信 vol.50
　本市の全小・中学校で、文部科学省指定による研究開発学校「情報活用能力の育成」のカ
リキュラムの研究が新たに始まり、垂水市のＧＩＧＡスクール構想は、次のステージに入り
ました。ここでは、市民の皆様に、その取組の様子を紹介することで、本市の教育活動に、
より親しみをもっていただきたいと思います。

　広報たるみず 3 月号でお知らせした「日本 ICT 教育
アワード」文部科学大臣賞に続き、学校における教育
DX に積極的に取り組んでいる自治体を応援する表彰制
度「ICT コネクト 21」において、教育 DX 推進自治体
表彰 2025 を受賞しました。これで３年連続の受賞と
なります。これからも、子供たちの幸せな将来に向けて、
都会に負けない「垂水らしい教育ＤＸ」を進めていき
ます。

　　教育 DX の取組が全国で高く評価されました！

　広報たるみず 4 月号でお伝えしました、GIGA スクール構想（一人一台端末の活用）が 6 年目を迎える本
市では、今年度も「垂水らしい教育 DX の創造」を掲げています。日本一の教育環境を目指す、具体的な 2
つの取組をご紹介します。

▲ 端末を活用して、仲間と意見交流する垂水中央中学校の生徒

　　令和 8 年度テーマ「垂水らしい教育 DX の創造（2 年次）」
　　～「GIGA スクールのまち垂水」として、さらなる一歩へ～

❶ 「情報の時間」がいよいよ全小・中学校でスタート！
　 研究開発の 2 年目を迎える今年は、市内すべての小・
　 中学校で「情報の時間」の授業が始まります。昨年
　 度、垂水小学校で行われたモデル授業の成果をいか
　 し、各学校の特色を出しながら、子どもたちがデジ
　 タル技術を使いこなす力（情報活用能力）を育んで
　 いきます。

❷ ICTでつながる「子ども同士の心を結ぶオンライン交流」
　 これまでも、子どもたちが自ら進んで学ぶ「学習者
　 主体の授業」や、ICT 機器の積極的な活用に取り組
　 んできました。今年度はさらに、市内の小学校同士
　 をオンラインでつなぐ、「子ども同士の心を結ぶオ
　 ンライン交流」を進めます。日ごろから他の小学校
　 の友達と、画面越しにあいさつを交わしたり、日常
　 的にお話をしたりするなど、交流の輪を広げていき
　 ます。 ▲ 東京都大田区立の小学校に自校の紹介をする新城小学校の児童
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